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研究成果の概要（和文）：司法制度改革の進展に伴って「市民感覚」を司法に取り入れることの必要性が強調されてい
る。本研究では、違法行為に対する懲罰的反応に焦点を当て、法律の専門的教育を受けていない一般人の思考様式を明
らかにすることを目的とした。特に、行為ではなく人物を罰しようとする動機の影響について重点的に検討した。方法
として、違法行為を題材とした心理学的実験により、懲罰的な判断や行動の規定要因を明らかにするとともに、神経科
学的検討を試みた。結果は、属人的要因を理由に懲罰しようとする傾向の基礎には、応報的動機と功利主義的動機がと
もに作用している可能性が示された。将来の継続研究を志向する上でも示唆に富んだ結果が得られた。

研究成果の概要（英文）：Under the current attempt of Judicial System Reformation promoted in Japan, the im
portance of respecting the "sense of ordinary citizens" is often emphasized. In the present study, we aime
d to reveal psychological processes underlying the ordinary senses among the non-experts of law, with a sp
ecial focus on motives to punish a person rather than the act. In a series of experimental studies, we pre
sented illegal acts and examined determinants of punitive judgments and behavior. We also attempted neuro-
scientific analyses. The results indicated that retributive and utilitarian motives both likely underlie t
he tendency to punish on the basis of character factors. A number of implications were provided with regar
d to further research possibilities.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 判例分析： 社会心理学分野の実証的研
究によって、社会的規範に違反する行為に対
する避難と懲罰の規程要因が明らかにされ
てきた。しかし、実際の司法、特に我が国に
おける判例の中に、社会心理学的観点と一致
する懲罰の事例をどの程度まで見いだせる
にかについては必ずしも明らかでない。刑
事・民事の各領域のおいてこの点を明らかに
することが必要である。 
(2) 懲罰動機の比較対照と実証的検討：懲罰
動機に関する心理学的研究では、一般人が応
報的動機と功利主義的動機のそれぞれに基
づいて懲罰が行われることが示されている．
しかも、どちらかというと前者の影響が強い
ことが示されている。しかし、各動機の操作
的定義については不明確な部分も多い。そこ
で本研究では、応報的動機と功利主義的動機
の構成要素を詳細に吟味し、実験の中での測
定を試みた。 
(3) 属人的要因と懲罰傾向：懲罰は原則とし
て行為に対してなされるべきであり、人格に
対する懲罰は行われるべきではない。しかし、
一般人の懲罰動機はもとより、現実の司法に
おいても人格に対する懲罰が発動される可
能性が指摘されている。懲罰に値すると認知
されやすい属人的要因の影響を実証的に検
証することが必要である。 
(4) 道徳判断の基礎となる認知過程：懲罰動
機の対象とされる属人的要因のうち、特に人
格道徳性は従来の研究においても注目され
てきた。一般人の道徳関連判断における直観
的情報処理過程と熟慮的過程の区別を強調
する近年の理論モデルが提唱されているが、
これら各過程の認知的特質については明ら
かにされていない問題が多い。 
 
２．研究の目的 
(1) 日本国内の刑事・民事裁判における判例
とこれに関わる学説について文献研究を行
った。 
(2) 応報的要因として犯罪の重大性、意図性、
結果の深刻さなどを、また功利主義的要因と
して更生可能性、犯罪抑止（特別予防および
一般予防）、犯罪性への認識などを操作し、
量刑判断を求める心理学実験を行って、各動
機の影響を比較検討した。 
(3) 上記の実験に加えて、刑事事案における
被告の道徳的人格に関する情報を操作し、こ
れが量刑判断をはじめとする懲罰傾向に与
える影響を吟味した。 
(4) 道徳性の高低が異なる複数の人物に対す
る記憶・判断課題を与え、誤記憶などの指標
をもとに直観的過程と熟慮的過程の区別を
目指した。また、判断時の脳波（自称関連電
位）を測定し分析することの可能性も模索し
た。 
 
３．研究の方法 
(1) 判例データ・ベースや学説書などをもと

に、判決理由としてあげられた懲罰の根拠を
リストアップし、その分類を試みた。 
(2) 架空の刑事事案シナリオを呈示し、その
中で犯罪の重大性、意図性、結果の深刻さな
どを操作して量刑判断判断への影響を吟味
した。併せて、被告に対する道徳的義憤、更
生可能性認知、抑止可能性の認知、などを測
定し、応報的・功利主義的の各動機について
媒介効果を分析した。 
(3) 上記の実験において、被告の道徳性高ま
たは低の属性を呈示し、これに対する諸指標
における反応を分析した。 
(4) 道徳基盤理論に基づいて、道徳性または
非道特性を示す多数の特性語をリストアッ
プし、予備評定をもとに、実験刺激として採
用する単語を選別した。これを用いて、道徳
性の高低を操作した刑事被告に関する情報
の再認記憶を測定し、異なる情報処理過程の
分離を試みた．併せて事象関連電位を想定す
ることにより、各過程に関わる脳神経科学的
知見を得ることを目指した。 
４．研究成果 
(1) 刑事事案における量刑の根拠として上
げられる属人情報のリストアップを行った。
前科の有無や反省の程度など、量刑の加減の
根拠となると思われる要因は、社会心理学実
験におけるシナリオ等の作成に取って重要
な情報となり、将来の研究にとっても有益な
成果が得られた．民事事案については、賠償
額の調整などに関する分析が可能ではある
が、属人情報の影響を明確に特定することは
難しく、今後も継続して検討すべき課題であ
ることが明らかになった。 
(2) 社会心理学分野の先行研究では、功利主
義的動機よりも応報的動機がより大きな影
響を及ぼす傾向が指摘されてきたが、本研究
の結果は、前者のしばしば優位な影響を持つ
ことが示された。ただし、更生可能性要因に
ついては、特に我が国では属人情報としての
意味を持つ可能性も考えられ、今後の検討が
必要である。また、重罪・軽罪の違いによっ
て、功利主義的動機の発動に相違が見られる
可能性も示唆された。 
(3) 道徳的人格の要因は、量刑判断に対して
応報的要因と同等の効果を持つことが示さ
れ、少なくとも一般人においては属人的懲罰
判断が行われる可能性が大きいことが明ら
かになった。裁判員裁判など一般人が参加す
る司法手続きに関して示唆に富む結果であ
ると言える。また、非道徳的人格に対する懲
罰には、応報的・功利主義的の両動機が関与
する可能性が、ここでも示された。 
(4) 非道徳的人格に関する直観的・熟慮的各
過程を誤再認記憶を指標とした過程分離鉄
続きによって区別する試みについては、十分
な成果をあげることが困難であった。最も大
きな問題は、非道徳語がもつ非日常性のゆえ
に、極めて高い再認正答率など通常の記憶実
験のパラダイムによって接近することの困
難さが明らかになったためである。一方、事



象関連電位の測定については、後期陽性成分
に着目することで熟慮的過程に関する知見
を得ることの可能性は示され、今後さらに洗
練された手法を用いた研究を継続すること
の可能性が示された。 
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